
子どもの思考力･表現力を高める指導のあり方
～考えを説明･表現する学習活動を通して～

岐阜市立加納小学校　　河路　大輔

l　主底設定の理由

新学習指導重商解説r算数編Jにおいて. r見

通しをもち筋道を立てて考え,表現する能力を育

てる｣というように､ ｢表現する(能力)｣の文言

が新しく日棟に加えられた｡また.算数的活動の

概略として､ ｢～を考え､説明する活動｣などと

具体的に活動が明示されており､ ｢考える能力と

表現する能力とは互いに補完し合う関係にある｣

として,考えたことを表現したり､説明したりす

る活動を重視している｡

そこで.算数科の学習において､数学的な思考

力･表現力を育成するため,目指す子どもの表現

を明らかにしようと考えた｡そのためにはまず､

児童の実態を把握し､その要因を分析(以下､児

童理解)する｡次に,内容の系統性や連続性を含

めて､単元構想をもち､指導内容を重点化して単

元指導計画を作成するこその際,子どもの目指す

表現の姿を明確にしていった｡

そして､授業の中で見通しをもち､筋道を立て

て考え､表現できる児童の育成を目指す｡その具

体的な姿としては､式による表現､図による表現､

具体物による表現を関連付けて､説明できる子ど

もを育成したい｡また､互いに自分の考えを表現

し伝え合う学習括動くコミュニケーション)の場

をもつなど､指導方法を工夫し､児童の目指す表

現の姿を具現化していきたい｡

そうすることによって､根拠がより明確になっ

たり､筋道を立てて考え､説明したりでき､数学

的な思考力･表現力を身に付けることにつながる

のではないかと考えた｡

これまでに.児童理解を含め､単元の内容の系

統性や連続性から､指導内容に重点をかけた指導

計画を作成している｡また､ ･単位時間における目

指す子どもの表現を明確にして指導･援助するこ

とを大切にし､実践を重ねてきた｡その結果とし

て､基礎的･基本的な知識･技能の定着はなされ

てきた｡また､既習の内容を使って､問題を解決

していこうとする姿が多く見られるようになっ

てきた｡しかし.既習の内容を基に､解決の過程

を筋道を立てて､相手に説明するカについては､

まだ十分ではないという課題が見えてきた｡

以上のような児童の実態や今日的な訣題'･学習

指導要嶺の方針等から研究テーマをr子どもの思

考力･表現力を高める指導のあり方｣と設定した｡

日　研究仮艶

1  【指導構憩のあり方】

児童理解から､指導内容を重点化した指

導構想をもち､目指す子どもの表現を明確

にした単元指導計画を作成する｡

2　【鋭明･表現する学習活動】

式による表現･図による表現･具体物に

よる表現を基に､互いに自分の考えを伝え

合う学習活動を位置付け､それらの表現を

関連付けながら説明する活動を行う｡

1､ 2を実践すれば思考力･表現力を高めるこ

とができる｡

llJ　研究内容及び実演例

1　指導構想のあIJ方

くり　児童理解の内容と方法の明確化

算数科の授業における発言内容や個人追究の

様子及び仲間や学習舞境に関わりながら活動す

る様子.ノートへの自分の考え･方法の記述内容､

レディネステスト等により実態を把握する｡具体

的に把撞するための頼点は以下の通りである｡
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･問題から既習や解決すべきことを兄い出し.課 

＼-題化できる. 

･自分の考えを筋道を立てて考え､説明ができる. 

･既習となる基礎的.基本的な知識.技能が走者 

している. 

これにより学級全体の傾向をつかむと共に､こ

れまでの指導を振り返り､単元を通した指導の改

善の方向を決めていく｡その後.単位時間の指導

方法､指導･援助の具体化を図っていく｡

(2)　単元措導計画の工夫

児童理解を踏まえ.単元を見通した指導計画を

立てる｡その際に.内容の系統性や連続性から付

けたいカを明確にすると共に､目指す子どもの表

現の姿を具体的に描いて､単元指導計画へ位置付

ける｡

児童の実態を踏まえ､

指導内容の重点化をLr=指導計宙の=夫

【実践例1】 4年生:小数

前年度の学習内容の定着度を確認するレディ

ネステストから本単元にかかわる課題として､以

下の2点があった｡

①数の見方についての理解が低い

(例)100万を6こと1万を9こと10を8こ合

わせた数は▲

≡ ②数を単位tの幾つ分と見る見方が低い　:
l                                                           l

: (例) 900-600の答えは､ ■をもとにす:
l                                                           I

…　　ると9-6の計算でもItめられます. ≡
i.-..-.-.-_____."_--..______________________________________I

これまでにチビもたちは､具体物や図を基に､

計算の仕方を表現することで理解を深めてきた｡

しかし､どのように考えてきたのかという過程

や､何を根拠にしているかということを仲間に対

して煩序立てて表現していく力がまだ弱い｡その

ため.形式的な理解にとどまってしまい､身に付

けた知識や技能を使って次の課題を解決するこ

とも苦手としている｡

｢小数｣の単元に入るまでの児童の実態を以下の

ようにとらえた｡

○課題を意識し､既習の内容を用いて追究を進め

ようとしている｡

○整数の加減の計算方法が身に付いている｡

●過程を仲間と表現し合ったり､見付けた方法

を､他の場面に使おうとしたりする意欲は十分で

ない｡

●単位の幾つ分で考える力､計算の過程を筋道を

立てて表現する力に個人差がある｡

●考え方を比較し､関連付けて考える力が十分で

ない｡

本単元は､生活の場に置き換えて考えられる整

数から､具体的な数量としてとらえにくい小数へ

広がっていく｡そのため､整数と小数を別の数と

してとらえてしまい､小数も整数と同じ数の仕組

み(十進構造)になっていることや､小数の加法･

滅法も整数の加法･減法と同じ原理で計算できる

ことがとらえにくいと考えられる｡

このことから､以下のような子どもの姿を目指

し､指導構想を立てた｡

重点化した指導内容は､以下の2点である｡

･整数と関連付けて考えようとする. 

･単位小数(0.りの幾つ分で見たり.同じ位同 

士をそろえたりすることで､小数の加減の計 

算の仕方を考える† 

I I

その2点を踏まえた､実際の単元構想図は､以

下のようである｡
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単元指導計酉
小数　単元指導計膏の一部抜粋

衣 倬��目指す子どもの表現 ��ｸ廁ｴｸ����ﾙ|ｩ5��

4 停粭停#��2苒粐粐苒�?ｨ爾����◎小数の大小比較 ができる. (義.処) 00.1の幾つ分や位 ごとに見て､大 小を判断する 
■ ll LJLl 

i.2と2.1では､数直線上 では右の2.1の方が大き 

いよ.0.1を基にすれ ば,12何と21僻だしね. 大きいくらいの政から瀬 に比べてもいいね. ��｢�R椅ﾈ*i_ｲ��

小 数 の 迭�oilkhi芸誌ltb:3:=l=i毎 ��ﾓ���/�u(+�+x.｢�,�9MY�H,ﾈ��d��

0.1が8佃なので �,ﾈ�,兔�*h,Hﾇb�
た し �0.8です. 伜ｨ,X*ｸ.�,hﾖﾈ*b�.停椅ﾈ*i_ｲ��

算 と ひ � ��ｸ揵�I�h耳肩-ﾈ,R�,ﾈ揵�H,ﾈ��VX,ﾂ�ﾇh螽*ｨ,X*ｸ.��

___¢ 

普 �0.1を基にして考える ���ｲ�宛�顏ｒ�

算 凾ﾆ､整敦の式で計算で きる羊｡数字を変えて も同じだったよ. ���

小 数 の 澱�馳Ej¢Ej ��ﾘ揵�I�h耳肩-ﾈ,R�,ﾈ揵�H,ﾈ��d�,ﾂ�ﾇh皐*ｨ,X*ｸ.��

た �0.6-0.2==0.4 ��ｲ�蔚ﾂ顏ｒ�

し 冤lT. �����/�ｮ�,�+x.ｨ�ｲ�

寡 と ひ 普 算 �6-2=4=i~ �,鶇��d�,i:�ﾂ�,舒��H,ﾈﾋ�?�,ﾂ��,兔�*h,Hﾇh蠅�,X*ｸ.�,hﾖﾈ*h.停�椅ﾈ*i_ｲ��

僕が考えた2.5.0.8で も､.0,1を基にすれ ば.足し算の時と同 じで.盤数の式で考 えられるよ. 

単位量の幾つ分で見る見方に弱きがあること

から､第1時･第2時の｢長さやかさなどのはし

たを表す場面｣では､ます図等を基にrO.1(Bや

孤)の幾つ分｣で見る見方を繰り返し表現するこ

とで､単位量の幾つ分の見方を身に付けた｡第3･

時･第4時では､数直線を基に､整数と関わらせ

て考えられるようにした｡そうすることで､加

法･減法の計算の仕方を考える第5時以降では､

ます国や数直線がなくても､これまで学習したこ

とを基に.根拠となる　r0.1の幾つ分｣といった

自分の考えを筋道を立てて表現する姿につなが

った｡

毎時間の単元指導計画【資料1 】に､その時間

における目指す子どもの表現の姿を位置付けて

いくことによって､前時とのつながりが明確にな

り､子どもたちが､より既習の内容を使って問題

解決に向かえるようになった｡ ･また､課題が焦点

化され､手立てをしぼって解決することができる

ようになった｡

2　配明･表現する学習活動

(1 )指導方法の工夫

自らの学びを高めるための
指導方法

ペアでの溝触
ぺ7での交渡

小集団で糞濃
遠耳妄壷等TJu/

にtJ;三る~轟

嘗集の式､公式. OA覇

共穐･鶴遭点
.よIJ;よい方法

JE竃とつなは

<図表2-1>

チビもたちは､既習を生かして追究方法を選択

し､傭人追究を進めていく｡表現の方法としては.

大きく3つ考えた｡ <図表2-1>で示したよう

に､それぞれの方法で考え､交流活動を通して､

互いに自分の考えを伝え合っていく｡中学年では､

互いに考えの共通点や相違点に着日して､交流で

きるようにしたいふ発達段階として交流の視点は,

低学年では説明が分かりやすいか.中学年では順

序立てて説明しているか､自分と比較して共通

点･相違点を見付けているかを視点として与える｡

高学年では比較からよりよい方法､大切な考えを

兄い出しているか､そして既習の内容とつなげて
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まとめているかを視点として与える｡また､全体

交流の場を通して､それぞれの表現を関連付けな

がら説明できるようにしたい｡

(2)学習過程の工夫

学習過程を｢つかむ段階｣､ rLらぺる段階｣､ ｢み

つける段階｣､ ｢あじわう段階｣と4つに分けて展

開を仕組む｡

･ rつかむ段階｣では､問題の把握から､既習と

解決すべきことを兄いだし課題化をする学習

活動

･ ｢しらぺる段階｣では. 3つの表現方法から選

択して､課超を解決し､解決方法を説明する学

習活動

･ ｢みつける段階｣では､課藷解決の過程で表現

したことを全体で確かめる学習活動

･ ｢あじわう段階｣では､見付けた大切な考えを

使って適用題に取り組み､習熟を図る学習活動

としている｡指導構想図及び単元指導計画､展開

案は､ 【資料2,3】を参照｡

【実技例2】 3年生:わtJ井(第3時)

第1時のわり算の導入で､ r一人分は何個か｣

をおはじきを繰り返し操作することで考え､ ｢等

分除の意味理解｣をした｡その後. ｢式による蓑

･現｣を1 2÷3として全体に与えるように指導し

た｡第2時では､既習のかけ算九九から｢等分除

について九九から商を求める｣学習をした｡

そして､第3時の｢包含除の意味理解｣の学習

では.学習過程をこのように仕組んだ｡

3年生rわり算1の学習過程(薯3時) 

l問題文 

rLらぺる段階｣において､数値を換えながら.

おはじきを操作し,包含除の答えを見糾すていく

中で意味理革を図る｡交流活動を位置付け､ベア

でお互いに操作や答えを説明する活動を繰り返

すことで,等分除との違いに気付くよう_にした｡

また､ rみつける段階｣において､おはじきで

操作したことを式で表し､包含除と等分除の式を

比較する場を位置付ける｡また､･比較してどちら

も同じ式で表されることを説明する活動を位置

付けることで､関連付けて表現する力を育てる｡

本時で目指す子どもの表現の姿をこのようにと

らえた｡

目指す表現の婆

式による表現

1 2÷3

本時のねらい臥r包含除と等分除の違いに気付

き､除法の式で表すことができる｣である｡等分

除のおはじき操作とは違って､何人かに1個ずつ

分けるのではなく､ 3個ずつ分けたとき.幾つの

まとまりに分けられたのかを表すのが包含除であ

る｡だから.その違いを考えて､おはじき操作を

することが大切である.授業では､新たに学習す

ることをr何人に分けられるかおはじきを使って

考え､説明しよう｣と課鴇化した｡
I 1

｢つかむ段階｣では､ ｢具体物(おはじき)の操作｣

を繰り返し､各自で分け方について違いを意識し
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Aさん:まず､いちご(おはじき)が1 2こありま

す｡ 1人に3こずつ分けると(3このま

とまりを作りながら)､このように4つに

分けられます｡だから､ (指で示しながら)

4人に分けられます｡

子どもたちは.このように繰り返しおはじきを

操作しながら､説明していった｡

｢しらぺる段階Jでは課題化の後､いちごの数

を換えて､操作しながらベアで説明し合う学習活

動を行った｡その際､ベアでr答えはどこか?｣

を視点に説明し合うこと､つまり､片方がおはじ

きを操作して説明し､もう片方が答えを指で示す

ように助言した｡これによって､ ｢つかむ段階｣の

最初に与えた問題で臥-理解しきれなかった子が,

包含除の分け方について､ ｢何人に分けられるか｣

が具体物(おはじき)でどこに現れているかを､と

らえることができるようになった｡

｢みつける段階｣の全体交続では､包含除は｢前

は､皿の上の個数だったけど.同じように分けた

ときの.幾つ分を表していて､おはじきのこの部

分です｡｣と等分除との違いに着日して､説明する

姿が見られた｡また､式で表すと､包含除の式は

等分除と向じ式であると既習と比べて気付いせい

った｡

その後､ ｢あじわう段階｣で類題の問題文を把握

して､おはじきで説明しながら操作し､式で表す

学習活動を行った｡

問琴の把握から､具体物の操作をし､それを式

で表すという学習過程をたどっていくことで.也

含除g)意味理解をすることができたととらえてい

る;..また､-式で表した隙の,計算の意味の理解に

(も■つながったととらえている｡

次に､ 4年生のrわり算の筆算｣の第3時の学

十習q)実践例を示す｡ 【資料4､ 5】を参照.
I-.【夷法例3】 4年生:わLJ井の筆算(第3時)

rわり算の筆算｣の第1時では, ｢60÷3｣に

ついて⑳を使って図を基にして､計算の仕方を考

えている｡第2時では､ ｢63÷3｣について､図

を基にしたり､60と3と位ごとに分けて式を基に

したりして､計算の仕方を考え､ベアで説明して

いる｡第3時では､これまでの図や式での表現を

既習としながら.計算の仕方を考え,ベアで説明

して､その後,教師が筆算による表現を指導する｡
一　その麻､第3時における目指す子どもの表現の

姿は以下のようである｡

目持す表現の婆

本時のねらいは, r十の位で出た余りと-の位の

数とを合わせて計算していくことができる｣であ

ら.個人追東で既習内容を使って､咽による表現｣

や｢式による表現｣で解決することができた｡考

えがもてた児童から,説明する学習活動を行った｡
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Bさん:私は､図を使って考えました｡まず､ ⑳

の玉を3つに分けると､ 2つずつ分けられ

て､ ⑩の玉が1つ余ります｡次に.十の位

の余りの⑩と､ -の位を合わせて1 2余る

ので､ 12÷3で4です｡だから.答えは

24です｡

Cさん:僕は､わられ'a数を分けて考えました｡

7 2を十の位と-の位で7 0と2に分けま

す｡まず､十の位から計算して､ 70÷3

-20余り10です｡次に､十の位の余り

1 0と-の位の2を合わせて1 2÷3を計

算して4です｡だから､答えは24です｡

この後.自分の考えをベアで伝え合う学習活動

を位置付けた｡交流の際､ ｢共通点はどこか?｣と

いう視点を与え､考えを伝え合う場をもっ1=こと

で､十の位で出た余りを-の位の数と合わせて､

1 2にして計算すればよいことを見付けることが

できた｡

全体交流で｢筆算による表現J　を指導した際､

共通点は十の位のlと-の位の_2を合わせて1 2

÷3がどのように筆算に現れているのかも見付け

ることにつながった｡そして､咽による表現の~1

2｣と｢式による表現の12｣と｢筆算による表

現の1 2｣を関連付けて説明することで､形式的

に筆算の仕方を理解するのではなく､各段階の計

算の意味について理解することができた｡

(3)みとどけの視点の明確化と

指導･捷助の具体化

筋道を立てて考える姿を学習過程を濁じては

ぐくんでいくために､特にrLらべる段階｣ ｢み

っける段階｣において､次のような視点で児童の

様子をとらえている｡ <図表2-2>

身分なIJd)雷え

がもてたか

蝕のqt菌や方法
に広げて奪えよう
とtJているか

○比職`･娩付し.
よさに責付けた
か

肪尊を立てて考える姿の

みととけと指導･援助の具体化

･耽菅を藩起し､

認諾<誌を夢
明弛こする

考えを広げる･車…讐竺

･大切な考え方に

気付かせる
･共通点.榊点葦>･
に着日する

し__一. _.._.‥._.I

<図表2-2>

例えば､とらえた姿が不十分である場合には追

究の方向付けのための助言を､追究しているもの

の根拠が暖味な様子である場合には問いかけを

する｡また､仲間との交流において自分の考冬と

比較し､大切な考えに気付けた姿を価値付け､全

体に広めていくために意図的指名をする｡

このように､個々の様子に応じて指導･援助を

具体化することにより､筋道を立てて考える姿を

はぐくむ｡

【実践例4】 3年生:わり算(第3時)

第3時｢わり算｣の包含除の意味理解では､お

はじきの操作を繰り返す中で､等分除のおはじき

操作との遠い､立式した際の共通点や相違点を問

いかけるようにした｡そうすることで､除法の意

味について理解し､計算の仕方を考え､説明する

ことができるととらえた｡実際の授業の流れは以

下のようであった｡

<しらぺる段階>

課題r何人に分けられるかおはじきを使って考

え､配明しよう｡｣の提示後･ ･ ･

Tl :窓側の子の類題は､ ｢14この,いちごを1人

に2こずつ分けるlを､廊下側の子の類題は､

r1 5このいちごを1人に3こずつ分ける｣
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です｡類題をおはじきで説明しよう｡時間に

なったら､ペアでお互いに交流するよ｡ (2分

とる)

(各自おはじきを操作しながら､訳明を繰り返す｡)I

C:まず,いちご(おはじき)が14こあります｡

1人に2こずつ分けると･ ･ ･

T2 : (机間指導で) 2個ずつ分けているね｡答え

は､どうなった?

cl :~7です｡

T3 :もう少し詳しく教えて｡おはじきで表すと

答えはどこかな?

Cl : 1人に2こずつ分けると,こうやって(指

で囲いながら) 7つに分けられるから､ 7人

に分けられます｡

T4 :何人に分けられたかがしっかりとおはじき

を指して説明できたね｡すごい｡

(時間になってベア交流スタート)

C2 :(迷いながら･ ･ ･)答えは3です｡

C3 : 15このおはじきを1人に3個ずつ分けた

んだよ｡今日は.何人に分けられますかだよ｡

C2 :ん～､ (3こすつまとめて分けている｡いい

ぞ～教師の思い) 3こずつ分けると､ 1､ 2､.

3､ 4､ 5つに分けられたから､答えは5人

に分けられます｡

T5 :どうして5人って分かったの?おはじきを

指でさして教えて｡

C2 :おはじきで3こずつ分けたら､ 3つのまと

まりがここに5つできたから､ 5人｡

C3 :合っています｡

T6 :ペアでアドバイスし合って学べているね｡

すぼらしい! !

<みつける段階> (全体交流)

T7 :何人に分けられたかな?最初の問題を式で

表してみるよ｡ 12このいちごを1人に3こ

ずつ分けると, 4人に分けられます｡式は､

12÷3-4です｡この式を見て気付くこと

はないかな?

C4 :前の｢1人分は何個?｣の時と式が同じで

す｡

C3:でも,言東の式にすると､ (全体の数)÷(1

人分の数) - (人数)で, 12は(全体の数)

で同じだけど､ (1人分の数)と(人数)が逆

になっているよ｡

T8 :もう少しくわしく違いを教えて?

C3:前は. 3はく人数)で. 4はく1人分の個

数)だったけど､今日は､ 4はく人数)を表

.していているところが違います｡

T9 :前との違いが見付けられたね｡すごい｡~

C4:式は12÷3-4で同じだけど､前との違

いは､おはじきの分け方は3個ずつ分けてい

て,まとまりが4つで､4人に分けられるし､

式で答えは4で､人数になっています｡

TIO:そうだね｡今日は｢何人に分けられるか｣

だけど､わり算の式は｢1人分は何個?｣の

時と同じ式だね｡じゃあ､叛髄をペアでおは

じきを使ってやって､もう片方の子が式で表

してごらん｡

(特選についてぺ7でおはじき操作と立式をする｡ )

C窓側: 14このいちごを1人に2こずつ分ける

と､ 7人に分けられまずi''t'.

C廊下側:式は14÷2-7です｡

C廊下側: 15このいちごを1人に3こずつ分け

ると,. 5人に分けられます｡

C窓側:式は15÷3-5です｡

T lでは､ペアでそれぞれ異なる類題を与える

ことで､お互いの考えを説明する必然性ができる

ことや､後でお互いに類題をチェンジして､説明

し合い､確かめることができるようにした｡

T2とT3では､包含除をおはじき操作で正し

く分けていることをみとどけたり､おはじき操作
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で答えを正しくとらえているか問いかけたりし

た｡ほとんどの子どもたちは､等分除を意識して

分けることができていた｡

T 5では､等分除と混同している子に対して､

問題文とおl事じき操作が､どうつながっているか

や,おはじき操作によって､答えがどこに現れて

くるのかをとらえられるようにするため､教師が

問いかけた｡等分除と混同している子は,包含除

の答えが.おはじ.き操作にどのように反映されて

いるのか､指し示しながら説明するように問いか

けたことで気付くことができた｡

T7では､包含除の式は教えるものととらえ

て､児童に与えた｡

T8とT9では､等分除と比較し､式で表した

際の共通点と相違点､おはじき操作での相違点に

着目するように問いかけることで､包含除の意味

について理解を深めるようにした｡

その後､包含除の類題のおはじき操作と立式を

することで､おはじき操作から立式が定着できる

ように仕組んだ｡　▲-

このように指導･援助したことで､前時までの

等分除の学習と比較しながら､包含除の意味につ

いて理解することができた｡また､由まじき操作

を説明させながら繰り返し行うことで､包含除の

おはじき操作と式とを関連付けて考え､説明する

ことができた｡また､わり算の式は同じであると

いう大切な考えに気付けたりすることができた｡

Ⅳ　研究の成果と課題

○目指す子どもの表現の姿を単元指導計画に位置

付けたことで､-その単位時間に身に付けたいこ

とや､既習の内容とのつながりが明確になって

きた｡

OT一人一人にペアで表現する場を位置付けたこと

は､自分の考えの根拠を明確にし､相手を意識

して筋道を立てて説明する姿が増えることにつ

ながった｡

●目指す子どもの表現の姿を引き出すために､ど

のような学習活動を仕組み､どんな指導･援助

が必要であるか明らかにしていく｡

【わり算の第3時の板曹】
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⊂資料1コ.4年生r/Jt致｣の単元‡旨導計画-.. 

次 倬��ねらい 偃X,逢x�ｨ�:��冦ｨ輾+x��,x.�,ﾉ�ｨﾋｲ�

は し 近 の 大 き さ の 義 し 方 ���lbに満たな ��隴H極lｩ*�69��+x.停����+�.ｨ-ﾈ,X,ﾄ*FFX/�w�*(+ﾙUﾉ(�,ﾈｦﾙ�2�

い端数細分のあ �(*�+8,ﾉ%ｹ�IYIZｨ,ﾉUﾈ+Y_ｺH揵�JI���售�IX7�(+��ｨ,S$(,X+v��

るかさを釘e表 ��H,ﾉw��8/�&ﾘ.停�啖ﾆFX*｣8+�Zｨ,S6FX,X+r��

す活動を通し ー て､0.lbの幾つ 分を使え書瑞数 部分が小数で表 �*(.ｸ*(.ｸ,�*�+8/�揵�H,YUﾈ+ZI��k�,R�唸+�*�.xﾘx.ﾘ+�.�,c&#6D8,X+x�ｲ�

lきるようになろう.I 3ます図を陰って､かさkJl磯で表し 仲間にml舵磯つ分を基こ鋭明する○ �1品様に表現すると∴ 

･lbが2こ分で2Bです. 

せる羊とが分か る. 的4ｹw���,偃h.��x-粐�售���IX7�8+�Zｨ,S��9¥｣ﾖc(.�-ﾈ+z���+�*�.xﾘx.ﾘ+�.��C��3��,X+u��

2 �.�,ﾈ+8+X,R�1問題場面を把匿する. 凵梃冾ｳでもfSI様.=寿項する 

測った長さを �(*�+8,ﾉwXﾘx/�ｮ�,�+X,JH��ﾈﾈ萪�售�6ﾘ*｣�+�Zｨ,S�6ﾘ,X+r��

cmだけで表す �/�6�/�%�肩,�+X,IUﾈ+x,b�啖ﾆ齎*｣h+�Zｨ,Sfﾖﾘ,X+r��

活動を通して､ 柳ﾆﾘ/�ｮ�,�+X,H*(.ｸ*(.ｸ,�+x+8/��唸+�*�.xﾘx.ﾘ+�.�,c�6ﾓfﾘ,X+y<｢�

長さの端数部 分を小数で表 冦ｩW�,X�+�.�.h*H,�,�.ｸ*D��8.�,ﾈ+8+X,ﾉ�ﾘ/�諄,�,H齷Zｨ,Yn)���唸-豫Hﾇﾉ�鞅(ﾆHﾆH稗粐�

すことができ る. �/�ﾞﾈ.蟹:�+h.h*H,儷ﾈ+�.�4ｨｦﾘﾞ�H-�.停�售�6ﾘ*｣�+�Zｨ,S�6ﾘ,X+r��

4適用静こ取り組む. 勍0.1cmが6羊分で0.6cmです. ･だから合わせると8.6cmです∴ 

小 数 の し く み �2�数直線上に 小数を表す括 ��n)���ｩlｨ/�F8簡+x.定������7�4�,Yn)��/��+Xﾘx,�,I��k��S"紿,ﾓ���,ﾈｯH,)Zｨ,X+x*尼�

2小数弟｣位､数直線を知る○ 

動を通して､ 小数の仕組み ��数直線を使って､いろいろな小数をl 鳥�I+ﾉ�ﾈ,ﾈ-�.�.�/��H*h,�*ｨ.r�

匪両ti亨ご~1 

に気付き､小 ��3数直線の目盛りの数を基にして､ 售���*｣#H+�Zｨ,X+x�ｲ�

数の読み方､ 表し方が分か る. ��数直線上に表した小数を読んだり､ いろいろな小数を数直線上に表す;. �5)k�ｨ6ｨ7�4�,Xﾄｨ.云H+R��ｸﾏ��8+X,B�

4小数も整数と同じ十進法の仕組み であることを確かめる○ 5適用題に取り組む, 勍1.6は､数直線のどこですか9 1数直線を指さしな示ら 

･1と0.1が6士分なのでここになります. 

これまであった単位がなくなることで､｢数｣として小数をとらえる時間になる.そこで､数 

直線を繰り返し使い､_0.1は1を10等分した1つ分であることを表現を通して身に付けさせる. 

整数のしくみと同様であることを意識付けるためl 劔こも､表現することを重視した. 

(必ず板拠は数直線を使って指し示す.) 

4 傅ﾉ�H,ﾉ�X惲� ��駭)���ｩlｨ/�F9��+x.��ｲ�◇数直線から離れ､根拠は｢0.1のいくつ 

比較をする活 動を通して､ 剌ｬ数の大小を､理由をはっきりさせて 兒ｪ8/�w�*(.��

t説明できるようになろう｡I 售��(,c"��,ﾘ,x+�.x*ｩ�X*ｸ*(,X+x*�"�

小数の十進構 造や､順序､ �2.数直線を使ったり､位ごとに見たり して､仲間に小数の大小を説明する. 鳴�

系列に基づい �30.1の幾つ分を使えば､小数の大小 啗�貶*｣�(+�Zｨ,bﾃ���*｣#�+�Z｢�

て理由を鋭明 することがで きる. 凵[比べられることを確かめる. 4適用題に取り組む. �,�,ﾈ,U�"��,X+x������Vxｻ8,iNID�+X,U�WEG%��,冰r�S�(,c#�,ﾘ�,ﾈ肩/�ﾊ�.�,jB���*｣�+�Zｨ,c(+�Zｨ,X+r��
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小 澱�小数第一位 ��n)���ｩlｨ/�F9��+x.���◇加法と同様にできるはず 

敬 の 近 し 算 と ひ き 算 凾ﾜでの小数の 減法の計算の しかたを､既 �(��d�,ﾈﾇh螽,ﾈ覈_ｸ/�ｮ�,佗h螽+x.薬�6-2-4 ◇自分たちで問題をつくって確かめ 

0.1の幾つ分の考えを使って､小数叫 

引き算ができるようになろうOl 

習の足し算の 仕方を基にし て考え､計算 することがで �8齷Zｨ,Yn)��/�ﾞﾈ,�,JI:�+iw(*H,��定*ｸ.�*伜�*�-�.停�I(xｭH,b�*囲ﾘ*(,俥ﾈ,�+ﾙn)��/�����,ﾈｯH,)Zｨ/�諄,�,Hﾇh螽-�I_ｸ/���k簫�

きる｡ �+Xﾘx*B��...2.5.-0.8は? 

5小数q)減法も､0.1の幾つ分で考え 售���*｣#Rﾓふ�x,�,ﾈ,R�

ればよいことを確かめる○ 6適用題に取り払 ��繆,X+x�や�

7 傅ﾉ�I�bﾘ犬�1問題場面を把匝する. ���+�.ｨ-ﾈ,X,ﾉ_ｹd�,R�

までの小数の �?ｪI�H,ﾉ�ｸ+X螽,ﾉTﾘ螽,ﾈ覈_ｸ/�ﾖﾈ*h.h*B��･3.5+2.8は? 

加法の筆算の �#���/�ｮ�,�+X,Hﾖﾈ*jI���H,ﾉTﾘ螽,R�･0.1が35+28で63だから6.3に 

仕方を､0.1 佗h螽+x.停�なります∧ 

を基にすれば 位をそろえて �3JI�Bｹ���H,ﾈ�ｨﾘx,ﾉTﾘ螽,ﾈ覈_ｸ/��ﾖﾈ*h.��ｲ�l岳数と同じことつて- 

同じ位どうし 的5�,ﾉTﾘ螽,iNHｧ(+ZH揵�H,ﾉTﾘ蠅�･■整数と同じ仕組みなので､同じように 

計算するとい �,X.�:�+h見:�ﾘﾇh螽+x.ｨ,�.h*(+�,b�/�ｦﾘ*�-�.停�Y4ｹw���,偃h.��x-���~位をそろえて筆算で計算できます｡ 

う整数の場合 と比較して理 解■し､計算で きる. 凵梵ｮ数+小数の場合の位のそろえ方を確認 

8 傅ﾉ�I�bﾘ犬�1問題場面を把握する. ������,i:�ﾈ,亢8/�WH*�.�+�,h,ﾈｦﾙDb�

までの小数の �(揵�H,ﾈ��g(,ﾉTﾘ螽,ﾈ覈_ｸ/�ｮ�,��･4-2.8は:9 

減法の筆算の 佗h螽+x.���･0.1が40こから28こを 

仕方を既習の �ｨ,亢8/�,(*�,JH揵�H,ﾈ処*ｸ螽*ｧB�引くので､ 40 

加法の筆算を 緬Tﾘ螽,X,X*ｸ.�.h*H,�,�.ｸ*B���

基にして考 �8揵�Bﾙ���H,�,x,ﾉTﾘ螽,ﾈ覈_ｸ/��ニ｣堕で計算できますこ 

え､計算する ことができ る｡ 俟ﾈ*jI(xｭH,i��k�+Xﾘx*B��H揵�H,ﾈﾋ嬰�,ﾉTﾘ螽.�H��d�,i:��vﾈ,�,X*ｸ.抱+�,h/�ｦﾘ*�-�.停�1足L.#と同じアて- 

5適用題に取り組む. 唳�ｸ+X螽,i:�+h,ZI���H,i:�+h.h*H,��肩/�+ｸ.ｸ*h.ｨ,�*(*(,X+r��

9 �ｸ��-ﾈ,h-�.h*B�
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亡き専科21 3年生　rわIJ算｣の単元構想図

1　単元構想図

れんしゆう■ 
メ. 册ﾘ�ﾉO(��抒�� ��こヽ ､i 憧�'t'ptit 尊影 嬬B�

J<:.浄 � ��

# �� �� �ﾂ� ����一一一l ���� ���ﾗ&｢� �� 冲�� ��､幾 ��<R����汲, 

40ゆ1.のわり蔓 
~■`強■■三尊空紙.:一缶ミ=■キ宝==='~恥芙≡=ui至:二■ J… 劔LP''ウ'■■チl`讃灘等■ 

'～:l呈>,.i � � ��

:拷.請..,-Ip崇≡弓,1..=;'t-′:ー 剪�-ヽ二一 ��

･hl六一.～. 剪�

惑 I:}J '√.1 ��� 

③等分除と包含除=一一 

- 劔- 剪| �� �5ｲ�

昔=二･二十∴ ∴'t:･. -:''･J･

2-1-ll



何 人 に 分 け �2�具体物を操作し ながら､何人に分 けられるか求める 活動を通して､包 含除と等分除のち ��n)���ｩlｨ/�F8簡+x.停�(*�,ﾘ+h*ｸ,Y��ﾞﾈ+X,Hｸ�9ｨ+x.停�oおはじきを愚@遊撃.Ll;.:i.A ㈱紳覇@つ芝芸吉言霊誓;.{表憲 ��ﾙ^�ﾈ�,�,(*(,B�9兒ｨ�,h,ﾈ+�*ｨ*"�/�ﾖﾈ*h,H*(.��ｲ�･r既習のわり算 (等分除)との違 いは何か｣問い 

r何人に令けられるかおはじきを使って兇 �(考え方)【活動 の模子.発言内容】 ○包含除について �*�*�.��｢�W(*�,ﾘ+h*ｸ,ﾈｫxﾞﾂ�

匝匡~~~式で衣そ9..｣; 
ら れ 凾ｪいに気付き､除 法の式で表す>と �8*�,ﾘ+h*ｸ/���ﾞﾈ+X,�*ｨ.x�k�+ZIzx�+R�3個ずつ感廟膿芸孟30=lLo三豊書芸数 据P<｡勺轟@書芸芝ぎ恵芸芸誉器 で表せるんだね. 嵐���ﾞﾈ+X,�*ｨ.x�,��から式で表すと 舟lI 

る 凵R■一 ができる. �,Hｸ�9ｨ+x.定�ﾂ�I^�ﾈ�/��9k�+X,JI9兒ｨ�,h,ﾈ+�*ｨ*(/��ﾖﾈ*h.停�Y4ｹw�ｧﾃﾒ韶h.��x-粐�儷ﾈ+X,H*(.停���Eﾂ���乖�:�,ﾉvﾈ��飩ﾒ�ﾋ��｢�とつなるか｣問い かける. 

4 竸�ﾈ�,ﾉ9ｨ*h,ﾂ�ﾊ儻H*�ｸ/�ﾖﾈ*h.��ｨ�:�/�,ｨ+X,JHⅲ�,ﾘ�id�ｾ8ｾ8,Xｸ�-��.x.ｨ.�+�,h*ｨ.ﾘ*��.芥�d�,ﾈﾇh螽/��+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�1問題場面を把握し､立式する. �.idﾈﾎｨｶ�;ﾈﾆHﾞﾈ*�.r闔｣#���H,ﾉ9ｨ*b��,X,ﾓH����ﾓH,ﾚCX,�,�.�.b��)�ﾈ,X-ﾃH��8ﾒﾓ�#｣��ｮ)�影��◎除法の答えは､ 乗法九九を用いて 求められることを 理解している. (知..理) 【ノート記述】 啝(�i?�ｾ8ｾ8/�誡�,�,Hﾇh螽,X*ｸ,�*"�*�2ﾙ:ﾈ*(*�*�.停�Z(�id�ｾ8ｾ8,ﾈ巉,ﾂ�

l~~~~何人かにけるわり算の答えの見付けjiI 

匝空えよう.｣ .2醜習を使って求答の仕方を考える. 

…人頭騒260_曇…冨蓋筆 ⑧⑧⑧⑧⑧ ��ｸ��(,ﾈﾇh螽,ﾈ襭�だんを使って求 

3人数を口を用いて乗法で表し､商が乗法 九九を使って見付けられることを理解す る. 4包含除の答えを乗法九九を用いて見付け る方法を武を示しながら仲間に醗明す.る｡ 5適用題に取り組む. 剳福�譁@の計算を 基にして表してい るこ(技能)【ノー ト琴述】 �9ｨ+x.ｨ,�.h*(*�2�n(*(*�*�.���

5 �ﾉ9兒ｨ�.)^�ﾂ��,ﾈ�ｩlｨ/�H*�,ﾒ�+h*ｸ/�w�*(,IUﾈ+ZB��)wH,i�陌�+8+�,��*ｨ.x�9k�+x.�+�,b�*ｨ,X*ｸ.停�1問題場面を把握し､立式する○ 亰ﾙ�ｽb鞁ｨ*�-�/��.亥ｨ,ﾈ�,YUﾈﾋｲ���ﾉZｨ*｣8ﾌ(,�,�.��◎等分除と包含除 の違いに着目して 説明している｡(考 え方) 【活動の様子】 ○等分除と包含除 の間蓬を作ってい る.(技能) 【発言.ノート記 述】 唸ｯ做ｸ*�.r�#��ﾂ�Zｨ,hｯH,)Zｨ,�,"�*(,H*�,ﾘ+h*ｸ/��ｫxﾞﾈ+X,I��k�+r�.�8.h*H�ﾋ�+r�

l､2つのわり算の問題のちがいを考えて剖 
:=-.a 

2それぞれの開港について.おはじきを操 作して違いを考え､脱明する. 32つのわり算の問題の違いを全体で確力 める. 4適用蓮に取り組む. 豫xﾘﾈ傾ｫHﾆHﾇﾉl��ﾂ�h��2ﾓ"諄�8蕀dﾈﾇﾃ"ﾓ8,��ﾈ)��"�h��2ﾓ"��.���yeﾘ�)78檍ｩ��/�諄,�,H��*(/���9k�+x.畑.h*H���(+x.停�

I 
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3年生｢わり算｣単元指導計画

算数への関心.意欲.態度 ��Hｧy4�,椅ﾈ*i_ｲ�-数量や図形についての技能 ��I|ｨ.)�ﾘﾆ�,�,(*(,H,ﾉ&ﾘ�騫ﾘ���

除法で解決する場面を見出したり､ 進んで使ったりする. ▼ 傚ﾉd�*ｩw�*(.x.ｨ.��ｩlｨ,Xﾚｨｹ(/�k隕ﾒ�除法が用いられる場面で除法の式で表 仞��ﾉ4�,�+�,h*ｨ.x,��h+X,JH�d�*ｩw��
にして立式したりi式の意味を考えた �+r��いられる場面や､除法の意味を理解して いる｡ 被除数が0の場合や､除数が1甲場合 
りする. 傚ﾉ�H*｣�見�H,X�id�ｾ8ｾ8/����4ｹw�+r�
.等分除と包含除の違いが説明でき､ �.佗h螽.*H巉�巉���見�H,ﾈﾇh螽*ｨ,X*ｲ�
同じ除汝として考えることができる. �.���の除法の意味を理解している. 

単元の目標

2　単元指導計画(全14時間)

義 倬��ねらい 偃X,逢x�ｨ�:竏585b荐sｨ�i�9�R��青諸活動の充実にかかわって 儷ﾘ廁ｴｸ����ﾘ�5��噂等.援助 

1 人 分 は 智 ヽ- ���等分除の商を具 体物の操作で見付 ける活動を通して､ 等分除の意味や､ 除法の式の表し方 を理解することが できる. ● ��ｭI8(�ｩlｨ/�*�,ﾘ+h*ｸ,YUﾈ+X,JI:�+i�H+��,%�ｨ*�.�+�,h/�F8簡+x.停�完お●きを纂違議盈会琵琶…琶孟 ��ﾘ*�,ﾘ+h*ｸ/�ｫxﾞﾂ�+X,JH�d�,ﾈ�9j��/�ﾖﾈ*h��.h*H,h+X,B�b��(.���椅ﾈ*i_ｲ���價ﾘﾋ�>�vR險�:��,ﾉvﾈ���｢��ｸ�d�*ｩw�*(.x.｢�･おはじきを操作 しながら､考え るよう助青する○ 

一間日.J数ずつ令ける問題の答えをおはじきl 佩�ﾜ���ﾄ���)r�
を使って見付けよう.】 劒Y��ﾞﾈ+X+ﾘ��+�,h/���,YUﾈ+x,h,x*B�,�.�*冢(*(*�*��

2閉居場面をおはじきを使って分け答 する. 3記号r÷｣.と式12÷3-4の式を理解 する. 4数値を変えて､おはじきを操作しながら､ 式で表すことを仲間に税明する｡ 5おはじきを操作して立式することを使 

祭詣作■一一朗樽◎折冨忘蓋551=i53cOR ずつ分けると､一人8 枚ずつになって､式言1..lllf,: �.��ｩlｨ,ﾈ�,ﾉUﾈ+R�_ｸ/�yﾘ��+X,H*(.��ｲ��&ﾙ)ｩyﾒ����6ﾘ�ｸ6xｴﾈ���｢�る｡ 

ヽ つて､適用虜に取り組む. �,ﾓ�h��X,iUﾈ+�.�/�+��

2 �9兒ｨ�,ﾈⅸ,ﾈﾊ��1闇播温石かP.据ーノ_☆式:するー ��*�,ﾘ+h*ｸ,ﾉ��ﾞﾈ*�.zB粤����h,ﾉ9ｨ*h枹2�◎除法の答えは､乗 啝(�id�ｾ8ｾ8/�誡�
付け方を考える括 漠:�ｦ��H+�,(*�.�.ﾘ.亥ｨ,ﾉ9ｨ*h,ﾈﾊ儻H*��ｲ�乗法の式で表現一tくご.になるよ.これは口 �?�ｾ8ｾ8/�w�*(,Hｸ��つて計算できな 
動を通して､商は 乗法九九で求めら 刔9Vi<Xﾛx����耳,Hｸ�9ｨ,ﾈ覈_ｸ/�ﾖﾈ*h.停�禁碧雲喜慧整2削i=欝 申空L空曹や㊦ �-�.x.ｨ.�+�,h/�yﾒ���+X,H*(.����&ﾒ騫ﾒ��H･ｩ4ﾘ.韆B�いか｣問いかけ る. 

れることが分かり､ 除法の計算をする ことができる. I �3��ﾉZｨ,ﾈﾌ)�H/�ﾏｸ/�w�*(,H�id�,YUﾈ+ZB�ⅸ*ｨ�id�ｾ8ｾ8/�諄,�,Hﾊ儻H*�.x.ｨ.�+�,h/��yﾘ��+x.停�勍｢乗法九九の何 のだんを使って 

4等分除の答えを乗法九九を用いて見付け る方法を式を示しながら仲間に醗明する. 5適用題に取り組む. �iiｸxhxhxhxb�餽極]Rﾓ��餔ｨﾕr�����方を､乗汝の計算 を基にして考えて いる○(考え方) 【発言内容.ノー ト記述】 从�9ｨ+x.ｨ,�.h*"�*�9n(*(*�*�.ｲ��

E
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0 辛 1 の わ 澱�0をわつたり､1 でわつたりする除 法の式の意味を､ 身近な場面を基に して理解し､正し -■ ��ｭHﾄ��ｩlｨ/�F8簡+x.���(+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈ�ｩlｨ,�,(*(�zx�+ZINH-x,B�}�*�,(+ﾔﾅE��Bc驟i�u､ﾂ�宣菱鮮縦笛菅◎.&芸差;言芸芸 ケーキを3人に分ける 6÷.3-ロ ーケーキ6個なら1人分2個言.i.._蛋.ら､商は0個に 3÷3=≡口.甘となるね- ��ﾖ�.#�,ﾈ�d�,��,(*(,JHｾ��ﾉ4�,���ｩlｨ/�yﾘ��+X,H*"�.停�&ﾒ騫ﾒ���乖�:�,ﾉvﾈ��飩ﾒ�ﾘi>�vX�｢�･｢おはじきを操作 して､被除数が 0の場合や除数 が1の場合につ .いて考える｣よう 助言する〇 ･roや1の除法で 言えそうなこと はどんなことか｣ 問いかける. 

｣_｣2られる数が0の時の答えの見付け方を 

匿夏夏至コ 
り 寡 凾ｭ計算するーとで きる. �9Nﾘ��H*｣�,ﾈ�ｨﾘx,ﾈⅸ,ﾈ�9j�/�*�,ﾘ+h*ｲ�/�諄,�,Hﾖﾈ*h.停�H�ｸ,ﾙ[ﾉ,蔭h檍�:�｢ywy9探ﾈ.�*ﾂ�波���.#�,ﾈ�d�,ﾂ�

73.発B=BD1人分は畑わる数とわられる数が -0個なら1人分は0個同じ場合臥答えは1に 佗h螽*ｨｦﾘ��,�,X*ｲ�,H*(.停扱ｩEﾂ����6ﾘ�ｸ6xｴﾈ���｢�

5分慧禦ぎ呈謂酢晶蒜誓書!こついて. 6連用題に取り組む. 塗ﾌ(,ﾈ5�ｺ�/���ﾈ,兒ｨ*�(#�ﾉzx躡�羽8益~ﾈ��O��ﾓi9�+X*ﾘ,�.�.b��

-1人分は6個になる 

答 え が 2 途�数国を使って何 十や何百を1位数で わる除法の骨ト算の 仕方を考える活動 ��n)���ｩlｨ/�F8簡+ZIzx�+x.停�060#+A3から既習の式に.追!,60÷3の答え ��ﾘ巉�/�u8,ﾈｯH,"�Zｨ,ﾈﾊ兩ｸ,X,h.x*b�,H.ﾘ.亥ｨ/�ﾖﾈ*jB���k�+X,H*(.��ｲ�椅ﾈ*i_ｲ��･｢60を⑳を基に して考える｣よ う.助言する○. ■ ･｢⑳を基にする とどんなよさが あるのか｣問い かける. 

t九九で東められない何十をわる計算のしかた �8u4�$�u8u2霽�*ｳづｦbﾓ#ｦ�ﾆd#ｨﾇﾅB�ｷ)�杏ﾈ��m�Vb�Vh.scb鞴��8��#"粳��(#cbﾉN�,��
を考えようol 

け た ･に な る わ り 算 凾�ﾊして､10や100 のまとまりに着目 し､既習の除法の 式に換えて計算で きることに気付く ことができる｡, ��5B霽頴8靼ｷ)xｹm�極<R�Xﾇh螽,X*ｸ.�+�,h/��9�ﾈ,Xｦﾘ*�-�.停�I}���,ﾈ巉�/�.ﾘ.佗h螽,ﾈ覈_ｸ/�(xｭH,����k�+x.停�Y4ｹw���,偃h.��x-�����乖�:�,ﾉvﾈ��鞏��ﾋ�>�vX�｢��ｸ巉�,ﾈ.ﾘ.亥ｨ/���Hﾙ�/�諄,�,H�9w��4�,俟ﾈ*h,H*(.定�r�渥R闕2��B��

8 �(見�H���見�B�,ﾈﾇh螽,ﾈ覈_ｸ/�ﾖﾂ�*h.乖�:�/�,ｨ+X,JB�Nﾘ��H/�肩+(,h,��Zｨ*�.�,hｯ做ｸ,ﾈ��d�,�'X*ｸｫx*h.x.｢�.�+�,h,亢9WH*ｺB��ﾘ,h,(,�+�,Iyﾘ���+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�1問題場面を把握し､立式する0 2前時との違いを考える○ �8u8u8u8u8u8t�t�t�ﾒﾒ霓hｬx琪輾+R��ｹZｨ*�,Hﾖﾈ*h.��c8��9?｢�.ﾘ.x.ｨ.��H*ｨ巉���)x�:ﾓｩ>u��ﾔｩW宥Cｩ~ﾉ��ｶx��h�8蓼�8蓼ﾘf�#��9=ﾃｸﾇﾈ�8�9.i�｣､��9ｨ*c#�-ﾈ*"�由何十何÷1位数 の計算を被除数を 何十と何に分けて 啗(巉�巉,ﾘ,x-�.b�*H,俟ﾈ*h.弍做ｲ�,ﾈ.ﾘ.亥ｨ*ｨ諄*b�

何十何をわる計算のしかたを考えよう.l 剏v算している. 版別解憾./-ほ述l �.�*�9n(*(*�*��.��

3故国から位ごと一三分けて計算すればよ. いと考え､計貫する. 4類贋の何十何をわる計算の仕方を仲間ーこ 説明する. 5適用題に取り組む. 凵實ｽ十何÷1位数 の除法の計算原理 や方法を理解して いる○伽.理=J-ト甜 ��｢�Z(u8,ht�/�Zｨ*�,B�ﾖﾈ*h.�,h,x/�,��.h+8*ｨ*�.�,ﾈ*�2�n(*(*�*�.停�

.響 湯�竪琴追慕 �<YTﾘﾇﾉ^i�ｨ,h蓼蔬｢ﾈ+�+��ﾇﾉW佗ﾈ頸�� 丼y�ｹNｨﾅ(����ｶ�畔,H*(.��ｲ扱｢�'享量きき讃 
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⊂資料3コ　3年生｢わり算｣の展開轟
3　本時の目標

おはじきを操作しながら.何人に分けられるか考える活動を通して､包含除と等分除の違いに気
付き､除法の式で表わすことができる｡

4　本時の評価規準　　　　　　　　■'

商が一つ分を表す等分除と､同じように分けたときの幾つ分を表す包含除の違いを考えている｡ (&学的な考え方)
5本時の展粥(3/9) 

朗 乂x�>�vR�主な学習活動 �-ﾘ,h,x+�,h轌;�陂x��

つ ��ｩgｸ鳧,ﾘ巍�ﾂ�.【問題】いちごが12こあります.1人に3こずつ ���*�,ﾘ+i�x/���ﾞﾈ+X,B�巍�ﾈ,兒ｨ*�.x.ｨ.�*��ﾖﾈ*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ�*停��葵�:�,ﾉvﾈ���,(-H."�X���S8+�+�,)Zｨ*�.俤ｺB����-ﾈ,X,h,ﾈ��*(/��

か む 10 分 �,兒ｨ*�.x.｢�.�*�/�ｸ�-��.��ｩlｨ,X*��.�+�,h*ｩZ｢��*�.芥*�,ﾒ�+h*ｸ/���ﾞﾂ�分けると､何人に分けられるでしょう. 

脅- 

しながら鋭 �(-ﾈ+海��ﾉmｨ,�8+�Zｨ*�-ﾈ+r茲�問いかける. ･商を求める際,何人 に分けられるか指で 示すよう助言する. 

明する. �(鵁,偵)�ﾉmｨ,�.�8+�Zｨ*�-ﾈ+r�2�
｢同じようにして分けると,4人に分けられます.｣ 
｢だから､答えは4人です.｣答え4人に分けられる 

○一斉や個人でおはじきを操作する. 

し ��ｹ:�+h*(+�+"�何人に分けられるかおはじきを使って考え､説明しよ ���*(+�+(,ﾉ�H/�ｫx*h,B�巍�ﾈ,兒ｨ*�.x.ｨ.�*��

ら ベ �,ﾈ�ｩlｨ,Y�B�&ﾈ/�ｫrﾈ*b�,JH*�,ﾘ+b�うn �*�,ﾘ+h*ｸ,Y��k�+x.��+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ*停葵��:�,ﾉvﾈ����

2.いちごの敦を換えて､操作しながら現明する. 

る 12 分 �*ｸ/���ﾞﾈ+R�,�*ｨ.y��k��+x.停�無題(例)具体物を操作しながら で芙F:が[皇i5)==1豊島祝肘る活動L t1.5器器,A:8171L静冨 ･よっ○. 君臨冨詳諾蒜5人に冠'i 唳�I&ﾈ/�u�*h,JI��ﾞﾅ��+X,�*ｨ.y��k�+x.�.b�*H�ﾋ�+x.停�X7�4�,Xﾏ�ﾍﾘ,兢�_ｸ*｢�*�,ﾘ+h*ｸ,ﾉ��ﾞﾈ/�+R�,IGｩk�+ZH.�*I]�_ｲ�*ｩ9ｨ*h/�麌+x.h*H��ﾋ�+x.停�

ら､5人に分けられます○分けられる串帝等 唸��*(/��8�+Y^�ﾈ��

○問題は教師が与える. �,ﾉGｨ.雲ｸ,YZｨ*�,H*"�.倡�/�廂&ﾉWH*�.停�X�ｹ9兒ｨ�,hﾚﾉ:�+X,H*"�.倡�,�,ﾒ籀*�,ﾘ+h*ｲ�

まず個人で配明する.その後.ベアで片方がおはじき 
を操作しながら観明し.もう片方が答えを示す活動を繰 �,Z)9ｨ*h,ﾘ,x+��8,b�
L}返し行う. 冢(*(*�*�.停�

み ��ｹ^�ﾈ�,ﾈ��･3､.おはじきで操作したことを式で表し､等分除との遵 ��饋�ﾈ�/��,YUﾈ+ZB�

つ け る 15 �.�.ﾘ.亥ｨ,R�Uﾈ+8.ｨ.�+��,h*ｩZｨ*��.蟹9兒ｨ��,h,ﾈ��*(/�� �9兒ｨ�,h,ﾈ��*(/����k�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ�*停葵�:�,ﾉvﾈ��飩ﾘﾋ�>�vR��

'芸㌘W4+llk^霊.,=豊る墨誉芸牒blS!5.3= 唸ｯ做ｸ,ﾉ9兒ｨ�,h,ﾉG｢�.雲ｸ,ﾈ��*(/�n(*(*��ｲ�*ⅸ��*(/�ｦﾘ*�,�+r�.��

説明するこ �ﾙ�ﾈ,兒ｨ*�.x.ｨ.�*�/�ﾊ�,(*�.�,h*ｸ.�H.ﾘ.亥ｨ,YUﾈ+ZB�

分 �,h*ｨ,X*ｲ�r全体ゐ数÷1人分の数-人数｣で求められる. ��｢�X7�4�,Y]�_ｸ*ｩ��ﾞﾈ+R�
るi 釘驀���/�+x.定*(+�+(/�#�ﾌ"紿ﾌ(+�,)Zｨ*�.��ｨﾘr�ながらー説明し､片方 

について､操作しながら艶明し､立式までする. ��"�*ｩzx�+x.�.h*H�ﾋ��

式:20÷4-55人に分けられる �+x.停�

あ じ ��ｹ^�ﾈ�,ﾈ�｢�lｨ/�*�,ﾘ+b�5.適用題に取り組む. ��韭�.)9ｨ*h/�ｸ�-�.�+��,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ*停葵�:��

1.5まいの折り紙を1人に5まいずつ分けると､ 

わ う �*ｸ,Y��k�+R��,YUﾈ+X,B��4�/�ｸ�-��何人に分けられるでしょう｡ �,ﾉvﾈ��雍ﾈ��>�vR��Xⅸ*ｨｸ�-�.x.ｨ+�,�*"�.倡�,凩���/���ﾖﾈ,��

○個人でおはじきを操作して確かめた後,立式する. 

8 剴ﾇ.15÷5-3 �*�,ﾘ+h*ｸ/���ﾞﾈ+X,��

分 �.���(全体の牡)÷(1人分)≡(人数) �*ｨ.xﾖﾈ*h.�.h*H�ﾋ��
答え3人に分けられる �+x.停�
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fr資料5コ　　4年生　rわLJ-#の筆算.I　単元拍導計画(全14時間)

吹 倬��ねらい 偃X,逢x�ｨ�:��目指す子どもの表現 儷ﾘ廁ｴｸ����ﾘ�5��

何 ���数図を使つ ��:���ｩlｨ/�F8簡+x.���･車重,歯車f歯車, ��ﾙNﾘ��H/���.#����
十 凾ﾄp十p百 �)n)�瑛ｨ/�6X�ｸ7i�ﾘ.(ｭ�,ﾂ�60÷3は､⑳を~ 基にして考えると 6÷3に換えられま 一一_I;i 盛≡::;す.そうすれば､ �,ﾈ,)Zｨ,hﾊ�,JB�

や 何 育 何 凾�1位数でわ る除法の計算. の仕方を考え る活動を通し 俾�,Yd8*�-�zx�+x.奉�弍做ｸ,ﾈｾ8ｾ3���4ｲ�w�,ﾈ�d�,�'X*ｲ�ｫx*h,Hﾖﾈ*h.停�椅ﾈ*i_ｲ��
l九九で淡めもれない何+をわる鮒 

E5-のrしかたを考えよう｡I 
3具体物の操作や数図をつて､ 

十 凾ﾄ､10や100 佗h螽,ﾈ覈_ｸ/�ﾖﾈ*h.停�これまでに習った ��ｸｯ做ｸ/��ｨｴ�+X,B�
杏 凾ﾌまとまりに 鼎��/�ｮ�,�+x.ｨ,隸做ｸ,ﾈｾ8ｾ3����わり算で計算でき 仞��ﾉZ�.)�I�ﾘ/��
わ 剪�ﾚし､既習 �,ﾈ�d�,Xﾇh螽,X*ｸ.�+�,h/��9�ﾂ�ます. 同じように､600 ÷3なら100を基にし 俶x,�,Hﾖﾈ*h.h*B�

る 凾ﾌ除法の式に �5ｨﾏ�zﾈ+x.停��,h+x.停��

計 凾ｦて計で 店巍U8/�.ﾘ.��ｨﾘx,ﾘ巉/�ｮ�,�+r�宙ｭR闕2靹���
寡 凾ｫることに �.ｨ,�.h*(*�*h.��

付くことがで きる. ��ｲ�c��C���/�ｮ�,�+X,Hﾇh螽+x.停�て考えると衝単なわi?IfT等,.:=.,;=r!,i p算にできるね. 

2 ��I�ﾘ/�諄,"�1問題場面を把握する. �hu8u8u8u8u2�◎10を基にして､ 

て何百何十を �&柳�,c��,ﾈﾏ�+H,�+ﾙ�I�ﾘ*�.xﾇb�T@@@ �ﾙU8巉�.(巍U2�
1ヽでわる �,ﾉ_ｸ/�*c��/�ｮ�,�+X,B��/�.ﾘ.佗h,ﾂ�

除法の計算の ��"�ﾖﾈ*h.ｨ,�.h*(+�,h/��9�ﾈ,Xｦﾘ*��⑳⑳⑳⑳⑳ 兩ｸ/���k�+x.�+��
しかたを考え る活動を通し て､第1時と 同様にlOの艶 �-�.����⑳⑳⑳⑳⑳ 180÷6は､180 �,h*ｨ,X*ｸ.停�宛�顏ｒ����/�ｮ�,�+ZHｯ���,ﾈ�d�,ﾈｧh,��

l_0を基にして何百何十わる計算l 
BOSできをよ.うになろう｡l 3別の何百何十をわる問題でも､ 

つ分と見れば ���/�ｮ�,�+X+ﾘﾇh螽,ﾈ覈_ｸ/�(xｭB��'X*ｸｫx*h,Hﾖﾈ*b�
よいことに気 �,i��k�+X*�*B��茅還.-は⑳が18ことみれ ●▼ �.���

付き､計算の しかたを説明 することがで きる. 滴巍U8/�.ﾘ.��ｨﾘx,X.���/�ｮ�,��+x.�,h.h*(+�,h,凩���,Xｴ9WH*ﾒ��Y4ｹw���,X��+x.停�宙ﾖﾈ*i_ｲ��.:るので1876に換 えれ早から答えは 3になります. 

′､ 2 け �2�2位数÷1 位数の計算の- しかたを考え`, ��傾鑓�ｩT�lｨ/�ﾟ(ｵｸ+U�x�+x.��ｲ�･,.毒.,塾=._::i_轟醜- ��ﾘﾇh螽ﾋIyﾘ,h�d��,ﾉTﾘ螽,ﾈ覈_ｸ/��XｭX.ﾘ.x+唔Tﾘ蠅�,ﾈ訷�/�yﾘ��+r�
監且を基忙`∴計算の仕方■を考えよ1 
う1..-I, 

た ヽ-′ 凾驫�ｮを通し �"篦��I�ﾘ*�.zH肩+(,h,兒ｨ*�,Hﾇb�68J÷2は､数図で考え 
ヽ ��(+�+�B��るとこうなるよね.こ れは.60÷2と8÷2とみ れます.位ごとに分け て考えるといいです｡ ��ｲ�

′■ヽ 1 凵R 位ごとに分け1 �8ﾇiT�ﾋ凉ﾘ/�ｮ�,停餤ﾘ螽,ﾈ覈_ｲ�忠&ﾒ馼鋳�ると既習の除 法に直音換え- �/��ﾉ�ゆ����(見�H���見�B�,YNﾘ��H*ｨｦX犬�
4-でpL. 

け た ､■■′ の 筆 算 凾轤黷驍ｱと.に 気付き.筆算 �,偃��/���k�+x.停��,XｨH.�*ｸ.ｨ.��｢�ﾘx,ﾈﾇh螽/�ITﾒ�

の仕方とつな げて理解する ことができ ら. 凵[出_位ごと 2)≡:8に紺琵転 で芸量芸 rFだね. 伜ｨ,X,X*ｸ.停�蔚ﾂ顏ｒ�
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次 倬��ねらい 偃X,逢x�ｨ�:��日持す子どもの表現 儷ﾘ廁ｴｸ����ﾘ�5��

′､ 2 け た 'ヽ-.′ ′■ヽ 1 け 整 ■の 筆 寡 釘ﾒ�-..-一十の位iこあ ��n)���ｩlｨ/�F8簡+ZIzx�+x.停�72÷3 ��ﾘ�,ﾈ肩,ﾉuﾘ.�,b�

まりが出る2 位数÷1位数 の除牡の筆算 の仕方を考え る活動を通し て､十四位で 出たあまりの 処理に気付 き､筆算で計 算することが できる. �(ﾇh螽,ﾈ+X*�+ﾘ/�ﾖﾈ*jI�9�ﾈ,R�d8*�-�.��ｲ�3㌻給た芸諾讐 6 哲貰禁孟芸モ ー~~すていくこと ･が､隼井のこ 壷諾.b分かり 坪,ﾈ肩,h/�ﾘx.ﾒ�+�,JITﾘ螽,Xﾇb�螽+x.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.停�蔚ﾂ顏ｒ��ｸﾇh螽,ﾈ覈_ｸ�Tﾒ��ﾛyoILr�椅ﾈ*i_ｲ停�

トトの枚に金りが出るわり隻を輩謝 
Ⅰで計算できるようにしようil 

3計算原理と数図から､十の位 の余りを-の位と合わせて.計算 することに気付く. 4全体で筆算の仕方を確かめる. 5適用唐を筆算で計算する｡ 

5 定ⅸ*｣(見�B�,Yuﾘ.�,ﾈ*�.��(見�H���犬�1問題場面を把握し､立式する｡ 2筆算で計算し､前時との違い は余りが出ることだと確かめる. ��◎わる数×商+あ まり-ねられる 数の関係が分か .67÷4-16余り3です. わる数×商+余り-わ られる数なので､ 4×16+3を計井すると67 

数の除法の仕 方を考える活 �7(ⅶｧ)��8,ﾉw�ﾎｨ/�&ﾘ.芥ⅲ�,h*�-ﾈ.�,ﾈｭhﾅx/�Nh*�-�.�����.��ｲ��&ﾒ馼鋳�

動を通して､ 商とあまりの 関係に着目 緬^idﾈ蕀g���+ﾙ9ｨ*h/�ｦﾘ*�-�ｨ,Xﾚｲ�になります. だから答えは正しいで ��ｹuﾘ.�,ﾈ*�.�(犬��H���見�G�傚ﾂ�d�/�Tﾘ螽,Xﾇh蠅�
しよう.l T｢辰野置筆算で計算し.答えの 

す. ･追包 

し､正しく計 算できたか確 かめ算まで行 うことができ る. 鎚ｦﾘ*�-�.�ﾇh螽,Xﾗ8*B粐�ﾂ��,X*ｺI9ｨ*h,ﾈｦﾒ�*�-�*ｨ,X*ｲx.���蔚ﾂ顏ｒ�

6 傅H,ﾂﾘ,ﾈ犬�1問題を把握する. ��◎商の-の位が,0 41÷2を筆算で 弘!.■計算すると? 
が0になる2 �)Tﾘ螽,Xﾇh螽+ZC(,(,ﾈ訷�/���,X*�.偵(見�H���

位数÷1位数 の筆算のしか たを考える活 動を通して､ 儂Hｧ(+X,JI7)(h*ｨ�*�.�+�,h,��kﾉWCﾅ����見�H,ﾚH自YB�/��zｨ+X,Hｬ以��,儺ﾘ螽,Xﾇh螽*｢�,X*ｸ.停�
｣LQ_ ㊨-2'Bi 

ー2けた÷1けたの筆算の仕方をマ 
スターしよう｡(. 

筆算の一部が 省略できるこ �97(ﾖ(*ｨ�*�.傚ﾉd�/�Tﾘ螽,Xﾇb�螽+x.停�忠��顏ｒ��(�(.ｸｭI�x/��

41÷2は.商の-の位に 巴��
とに､ 滴,fbx+Xﾘx*#&ﾂ��,(,Bﾔｨ.��しヽ 簡潔に筆算で 白�X+ﾘ���*�+ﾘ/�Tﾘ螽,Xﾇh螽+ZHｦﾒ�0が立ちます.だから. �*H,h+x.停�

計算できる. �*�-�x*J��rかけるjの手順が省け るのでこうなります. 宙ｭR闕2陏ﾒ停�

( 3 け た ヽ■.■■ ′■ヽ 1 け た ヽ■一′ の 筆 算 途�被除数が各 位ごとにわり きれる3位数 ��n)�窺Ylｨ/�wﾘｵｸ+U�x�ｨ+x.����639÷3は100が6 ��ﾙNﾘ��H*｣8*�+ﾒ�,�,�,(,H.�C"�見�H,ﾈ�ｨﾘx,i:��

出土上けたのわり算の仕方を 箔ｳｲ粫X枹��*ｨﾊjC�*｣��ﾏﾈ/�+ｸ.ｨ+ﾈ.｣8,(,��
l考えよう.I 

÷1位数の除 ��*)nﾈ��/�諄,�+ﾘ.�(*�+ﾘ���*��分けるので､ 况ﾈ,�ｨ+(,h,兒｢�

法の計算のし �+ﾘ,ﾈﾇh螽,ﾈ覈_ｸ/�ｮ�,�+X,JH犬�IOOが6十3-2 �*�,Hﾇh螽,X*ｸ.��
かたを考える �+(,h,兒ｨ*�,Hﾇh螽+ZI(xｭH,����lOが3÷3-I �,hﾖﾈ*h.���

活動を通し 冖�+x.停�1が9÷3-3 宙ﾖﾈ*i_ｲ��

て､2位数÷ �9�9�ﾈ,Xﾇh螽,ﾈ覈_ｸ/�ｦﾘ*�-ⅲ�.ーだから.答えは213 ��8*�+ﾘ���*�+ﾒ�
1位数と同様 儺ﾘ螽,Xﾇh螽+x.�+��19.で+. �,ﾉn)��.�肩+(,b�
に位ごとに計 算できること に気付き､筆 的4ｹw�ｸ�,儺ﾘ螽,X竧.��x-粐����,侈�,ITﾘ螽,Xﾇb�韃ｨ+x.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.��

639を600と30と9に分け 

算で計算する ことができ る. 凾ﾄ､600÷3,30÷3,9÷3 鴇えたら213です. 2けた÷1けたと同じで 位ごとに分けて計算すれば いいね.筆算も同じだね. ��ｲ�宛�顏ｒ�
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衣 倬��ねらい 偃X,�)y��ｨ�:���?ｨ鰄+x��,x.�,ﾉUﾈﾋｲ�評価規準(◎王点) 

′ー 唐�商が3位数 ��n)��/�&��する. �(*�+ﾘ���*��@-被除数の百の位 
3 凾ﾅ百のが■ �"ﾗ�-��め一.ーをLに､ 凾ｪ､でわりき 

け た ヽ一■′ 凾閧ｫれない3 位数÷1位数二 の筆算の仕方 ��x,ﾈ覈8i�b�妄:a,-_, 坪,ﾈ肩,ﾈﾍｸ,hﾘr�れない場合の3 けた÷1けたの. 計算を筆算で行 うことができる. 
l育め政が二:抄三り 鐙*ｲ�.ｨ,�*#8*�+ﾘ���｢�闔ｨ���

打て:.の■:_育-.a ��x,X,X*ｸ.�.h,�ﾇ��

′■■ヽ 1 凾�lえる活動 ��Hﾖ8ｶ�ｭ�-伜ｨ,XﾘI�x-ﾚH7�4���.ﾘ+�,Hﾇh皐+X-ﾂ�をして､ 劍+X+ﾒ��■ 

習の筆算の仕 �,X��LX/�fYk闔ｨ+Xﾘx*B��鼎#�)xﾜ�+ﾙ�諠ｸﾋ驃ﾈﾇﾂ�����H.�:�+h.h*H,��○2位数÷1位数 
け た ヽ■.′ の 筆 算 剳福�薰ﾉあま りの処理の仕 的4ｹw�u(,儺ﾘ螽,X竧.��x-篦�凾ﾌ筆算を基に､ 3位数÷1位数 

方に気付き, 筆算で計算す ることができ る. 剴���ﾋ����ﾃ����hx,hﾘx.ﾘ+�,Hﾇb�螽+X-ﾈ+X+ﾒ��の筆算のあまり の処理の仕方を 考える.｡ (考え方) 

9 ��4�*｣8見�B�1問題を把握する. � ��ﾓ8見�H���見�B�
･==E,-;}{-ii毒針芸i+86誓算で 

で空位のある �(��ﾝｸ,儺ﾘ螽,Xﾇh螽+ZI(xｭH,ﾂ�凾ﾅ商が空位のあ 
3位数÷1位 数の筆算の仕 佗h蟀_ｹd�,iNH-x.停�2ﾙYH*ｨ�zｨ,X*ｸ+ﾘ+�,h/�(*��凾髀鼾№�2位数 ÷1位数と同様 

｣La_a 6)783､ ･6 方を考える活 �+ﾘ���*�+ﾘ,ﾈ�ｨﾘx*�.y�ｨｴ�+ZB�凾ﾉ一部を省略し 
動を通して､ 傴x*�-�.��ｲ�凾ﾄ筆算ができる 
筆算が一部省 略してできる ことに気付 �ｨｼ�*ｨ�ж�,X*ｸ.��h螽,ﾈﾇh螽*･FB���ﾆﾃ｣2�ことが分かる. (知.理) ○商に空位がある 

lきるようになろう.I 4頬層に取りj阻み､ペアで説明 

き､筆算で簡 潔に計算する �+Xﾘx*B���3位数÷1位数 の筆算を一部を 
商の-の位には0が立ち 5適用題に I 偃h.��x-粐�

ことができ 劍-ﾈ+r�(*�+ﾘ���*�+ﾘ,i:��省略して簡潔に 

る｡ 劍+h.h*H,堤(*�*�.畑,ﾈ薰�舉*ｨ�*�.�,ﾈ,ZIK�H,ﾘ+��8定,�.�-ﾈ+r��計算することが できる. (義.処) 

10 定ⅸ*｣(見�B�1問題券面を把握し､立式する. �676÷6の商は何の群完,;. 位にたちますか?逆L: ���ﾙNﾘ��H,ﾈｦX肩,ﾂ�

になる3位数 �(��,ﾈ肩+ﾘⅸ*ｩzx+ﾘ,�*)Tﾘ螽,ﾂ�剞狽ﾆ_除数とを比 
÷1位数の筆 俶I_ｸ/�ﾖﾈ*h.停�勍ぺて､商の立て 
のを �:H,h/��8,ﾈ�(*�.yNB���るヽをは断するふ 

える活動を通 �-x.�+�,h,ZHⅸ,ﾉzx,(肩*ｨﾈ�-ﾂ��(考え方) 
して､被除数 の上の位の数 と除数と比較 することで商 �.���7坪,h/�ｾ�砡,X�*�-�.奉�凵寶､が2位数にな る3位数÷1位 p数を筆算で計算 することができ 

蛤の立つ位■..■■ 侈�*�-�,E�8*�+ﾘ���

ll--け~た.の一計 ��ﾈ,X,X*B�

わられる敦576の5と､ 
■になろう.I 

の立つ位が判 亅�,�Hⅸ,ﾉzx,(肩/�ｦﾘ*�-���.ﾘ.亅ﾈ,ﾃh/�NH-x.�,b�.ﾒ�る｡(義.処) 
断できること �.凩���,偃h.��x-粐��.佻ｸ,ﾉ_ｸ*ｩ�X*ｸ*(,X+r��
に気付き.筆 添4ｹw���,偃h.��x-粐���+�*�.xⅸ,ﾘ��,ﾈ肩,�,ﾙzr�

算で計算する 妬(xｭH,c8*�+ﾘ���*�+ﾘ,ﾉn)����+ﾘ,�*(,ﾈ,ZH�,ﾈ肩,傅H,ﾒ�
ことができ る. �/��+Xﾘx**ITﾘ螽,X竧.��x-���凛x+�-ﾈ+r��

何 倍 か を も と め る わ り■ 寡 免ﾂ�.ある数が基 ��n)��/�F8簡+x.���呈ie2粢�繙ﾘ,ﾈ8ﾙGｸ*｣#Fﾘ+��◎何倍かを求める 

にする大きさ 宝)Z騏)MYlｨ/�6X�ｸ7dｦvﾈ,YUﾈ+z����hｷﾈｶ�蒔8*�.zC���8ﾒﾒﾓ#H,��場合も除法が用 
の何倍かを考 啖ﾈ巍Gｸ*�/�ﾇh螽8(ｸ�-�.h*B苒��,�+�,ｲ��いられることが 分かる. 

1■ ･ヽ..■ヽ �8ﾘ/�ﾇh皐,Xｸ�-�.��,�,ﾒﾈ�cH���,�,�.��.b�.ﾘ.�H,X巍Gｲ羞�ｴﾆ粐�

して､テープ 俾�,YUﾈ+z���(知.港) 

図から除法で 滴�id�,ﾈ�.(6X�ｸ7hﾙ�*�.r����凵寃eープ図や乗法 
求められるこ �,ﾘ�d�,Xｸ�-�.x.ｨ.�+�,h/�(xｭB�凾ﾌ式から何倍か 
とに◆､- �,h.��凾�≠ﾟる合に ヽ 何倍かを除法 の計算で求め ることができ る. ��ｲ�Y4ｹw���,兩ｨ.��x-粐��2ﾘ.x.ｨ.帝?�猛�●い 

法､ ると考えられる. (考え方) 
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'次 倬��一二ねらい 偃X,逢x�ｨ�:��目揖す子どもの表現 儷ﾘ廁ｴｸ����ﾘ�5��

1 ��"�1つ分の大 ��¥(ｸ�/�F8簡+x.停�_口mの4倍は24mだ 由毎から､ロ×4-24に なるよ. 口を計算で求める ��ﾓ�,)Zｨ,ﾉ�X*ｸ+2�/�ｸ�-�.��ｨﾘx.���d�*ｩw�*(.x.｢�.�+�,h*ｩZｨ*�.停��&ﾒ靹���
つ 分 を 凾ｫさの求め方 を考える活動 を通して､テ �(刑�ﾈ�ｩlｨ/�6X�ｸ7i�ﾘ,X勛+u��

1つ分の大きさを計算で求めよう. 
3求める数量をロにして関係を 

も �-プ図から､ 俾�,X+r��

と 剿@の式で求め 滴�id�,ﾈ�.(6X�ｸ7i�ﾘ*�.zH8ﾒ�には､24÷4になる ��ｸ6X�ｸ7hﾙ�.(�id��
め 凾轤黷驍ｱとに �,ﾘ�Vﾈ,Xｸ�-�.x.ｨ.�+�,h/�(xｭB�よ.前の何倍かを㌔ノ'&, �,ﾈ�*�.s�,)Z｢�/�ｸ�-�.��ｨﾘx,���d�*ｩw�*(.x.｢�.�,hﾖﾈ*h.貞��椅ﾈ*i_ｲ��
る 刹C付き､1つ �,hﾏ�zﾈ+x.停ﾒ�求める時と同じ 

わ り 算 剳ｪを除法の計 算で求めるこ とができる. 添4ｹw���,��ﾈ.��x-粐�で､1つ分を求める のもわり算になっ たね. 

練 習 ��2�練習の問題 に取り組み. 計算の習熟や ��ｻ8怦��,ﾊ)�ｸ�8,偃h.��x-粐�)9ｨ*hﾘx.ﾘ+�/�+x.停�:(*(.ｸ*(.ｸ,杏h螽/�+X,H-ﾘ.b� ��ﾓ(見�H.#8見�B�/��見�H,X.ﾘ.���d�/�Tﾙk(,Xﾇb�

文章題を行 う｡ �*J8,唏4�8ｸ�ｸ7h,X竧.��x-粐�伜ｨ,X*ｸ.停�宛�顏ｒ��ｹ�I&ﾈ/�ｫx*h,B���d�,ﾈﾇh蟀�ｸ��/�+X.h*H,h+x.停�渥R闕2��B��

ま と め よ う ��B�まとめよう ��ｻ8怦��,ﾊ(-ﾈ,h-�.h*J8,偃b� ��ﾓ(見�H.#8見�B�
に取り軽み､ 除法の手順を �.��x-粐�)9ｨ*hﾘx.ﾘ+�/�+x.��ﾒ��/��見�H,X.ﾘ.���d�,ﾉTﾘ螽,ﾈ襭�

確かめたり計 算に習熟した りする. �:)6I�ﾈ/�諄,�,Hﾇh螽/�+X,H-ﾒ�兩ｸ*ｩZｨ*�.停�
よっ｣に取り組む. �(知.理) ○既習の内容をふ り返って問題に 取り組もうとす る. (閑.意.態) 
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